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2010 年 1 月 26 日 

長良川を守るためのアンケート結果について 

（岐阜市長選挙予定立候補者アンケート） 

長良川市民学習会 
（「長良川に徳山ダムの水はいらない」市民学習会実行委員会） 

事務局長 武藤 仁（090-1284－1298） 
  市政記者クラブのみなさま 
  投票日が 2 月 7 日の岐阜市長選挙に向け、長良川市民学習会は標記のアンケートを

立候補予定者に対し行い回答を得ましたので結果を公表します。是非ひろく市民に報道

してください。なお、以下に報告する 3 名の他に立候補を予定されている情報はありま

したが、連絡方法が確認できずその方に対するアンケート送付は断念しました。 
  （各予定候補者に送付しましたアンケートの様式は末尾に付けました。） 
 

１ 木曽川水系連絡導水路による長良川への放流について 

（１） 環境改善に役立ち歓迎する。 と答えた予定候補者はありませんでした。 
 
（２） 環境悪化が懸念され、放流は認めない。 と回答したのは、大西さんでした。 

 

（３） 環境への影響などを十分に調査・検討し、慎重に決めていくべきである。 

                    と回答したのは、細江さんでした。 

 

（４） その他 「放流しない方向で市民コンセンサスをつくりたい」「事業の見直しを図

るべき」           と回答したのは、浅野さんでした。 

 

 

２ 長良川河口堰のゲート開放について 

（１） 長良川河口堰は必要なものであり、ゲート開放は求めない。 

と答えた予定候補者は、ありませんでした。 

 
（２） 長良川の環境改善のためにゲート開放を求める。と回答したのは、大西さんでした。 
 

 （３）試験的ゲート開放を実施し、水利用・塩害等への影響調査を行ってみるべきである。 

                                                         と回答したのは、細江さんでした。 
 

（４）その他 「ゲート開放を求める」「試験的ゲート開放を実施し、水利用・塩害等への

影響調査を行ってみるべきである。」と回答したのは、浅野さんでした。 
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以下、各予定候補者の回答の詳細です。（氏名のアイウエオ順）で、記載。 

 

１．浅野まこと 予定候補の回答 
１ 木曽川水系連絡導水路事業において、国は長良川に放流する理由を長良川の環境改善としてい

ます（昨年になって、環境悪化を心配する漁業関係・市民の声を配慮して、長良川への放流は渇

水時のみで平常時は流さないことも提案しています）。なお、同事業は、新政権のもと「凍結」

状態となっています。 

  長良川への放流について、以下の事項を選択・回答ください。 

回答 

（４） その他 

環境悪化が懸念されるだけでなく、清流長良川のイメージも影響が懸念される。環境の影

響を十分に調査・検討をし、放流しない方向で市民のコンセンサスをつくりたい。岐阜市

については、直接導水路の水を利用するものではないが、需要と費用負担についてきちん

と検証して、事業の見直しを図るべきだ。 

 
２ 長良川河口堰のゲート開放について、以下の事項を選択・回答ください。 

回答 
（４） その他 

    河口堰運用による環境の悪化は指摘されるところである。ゲート開放を求めるところであ

り、そのための水利用や塩害、環境の変化について検証する試験的ゲート開放を経て、河

川環境の再生を図るべきと思う。 

 
３ 長良川や鵜飼いなどの景観をいかしたまちづくりや、上流の地域との連携など「長良川を守る

ため」の政策提案・マニュフェスト・お考えなどがあれば、述べてください。 

回答 

   長良川、鵜飼いそして金華山は岐阜市民の誇りであり、東海地方のみにとどまらず全国的

な文化的環境的資産である。この資産を保全し後世に引き継ぐための取り組みが必要であ

る。具体的には枯れ木の目立つ金華山を美しい山として再生させる。鵜飼いを、ユネスコ

の世界遺産に登録される様、働きかける等、一帯の環境保全や文化的な活用について総合

的に取り組んでいきたい。 
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２．大西たかひろ 予定候補の回答 
１ 木曽川水系連絡導水路事業において、国は長良川に放流する理由を長良川の環境改善としてい

ます（昨年になって、環境悪化を心配する漁業関係・市民の声を配慮して、長良川への放流は渇

水時のみで平常時は流さないことも提案しています）。なお、同事業は、新政権のもと「凍結」

状態となっています。長良川への放流について、以下の事項を選択・回答ください。 

わたしの選択 
（２）環境悪化が懸念され、放流は認めない。 

 

「このことに関し、お考えがあれば意見を述べてください。」 
これまで研究を続けてみえたみなさま方や、専門家の方々の声に耳を傾けながら学ばなければ

いけない立場です。 
一人の自然を大切に思うものとして、心理学を専攻して哲学も大切にしてきたものとして、「自

然の摂理は崇高なもの」と思っています。「自然」であることそのものに「人知の未だに及ばない

深い深い意味」があると思っておりますので、人はあまり手を加えるべきではないと思っていま

す。哲学的な回答でありますが、こんな時代だからこそ、哲学が大切だとも思います。 
「凍結」となっていることはいいことだと思っています。 

 

２ 長良川河口堰のゲート開放について、以下の事項を選択・回答ください。 

わたしの回答 

（２） 長良川の環境改善のためにゲート開放を求める。 
 

「このことに関し、お考えがあれば意見を述べてください。」 
 長良川河口堰には反対の立場でした。 
 自然には、自然の意味があります。 
 
 
３ 長良川や鵜飼いなどの景観をいかしたまちづくりや、上流の地域との連携など「長良川を守る

ため」の政策提案・マニュフェスト・お考えなどがあれば、述べてください。 

 

 せせらぎは小魚たちの鼓動の音 

 源流も見てきています。郡上で泳いだこともあります。支流の武儀川や板取川でもよく泳ぎま

した。水は命の源です。 

 水中から陽が差す水面を見るのが好きです。（水泳救助員の資格も取ったことがあります） 

 きらきらきれいです。 

 

 上流から下流、海まで含めて、流域全体で世界遺産に登録できないかと思っています。 

 文化も含めて長良川全体です。 

 郡上踊り、白鳥踊り、吉田川の飛び込み、関の鵜飼、岐阜の鵜飼、などなどすべて含めて長良

川と川がはぐくんだ文化。 
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 当然流域自治体、さらには伊勢湾に面する自治体とも力を合わせて。 

 そのためには河口堰が解放されるといいです。 

 ダムのない清流。 

 ダムを造ったけれども開放した文化も含めて。 

 

吉野弘さんの詩です 

 

  浄 
 
流れる水は 
いつも自分と争っている。 
それが浄化のダイナミックス。 
溜り水の透明は 
沈殿物の上澄み、紛いの清浄。 
川をせき止めたダム 
その水は澄んで死ぬ。 
ダムの安逸から放たれてくる水は 
土地を肥やす力がないと 
農に携わる人々が歎くそうな。 
 

 

 海を育てる森。 

 ダムのない川から注がれる水。 

 

 長良川を世界遺産に。 

 できるといいと思っています。 
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３．細江茂光 予定候補の回答 
１ 木曽川水系連絡導水路事業において、国は長良川に放流する理由を長良川の環境改善としてい

ます（昨年になって、環境悪化を心配する漁業関係・市民の声を配慮して、長良川への放流は渇

水時のみで平常時は流さないことも提案しています）。なお、同事業は、新政権のもと「凍結」

状態となっています。 

  長良川への放流について、以下の事項を選択・回答ください。 

回答 

（３） 環境への影響などを十分に調査・検討し、慎重に決めていくべきである。 

 
２ 長良川河口堰のゲート開放について、以下の事項を選択・回答ください。 

回答 
（３） 試験的ゲート開放を実施し、水利用・塩害等への影響調査を行ってみるべき 

である。 

 
３ 長良川や鵜飼いなどの景観をいかしたまちづくりや、上流の地域との連携など「長良川を守る

ため」の政策提案・マニュフェスト・お考えなどがあれば、述べてください。 

回答 

 この点については私のマニュフェスト（添別紙の通り）でお約束しています。 

（添付別紙） 

 ５．長良川の鵜飼振興と川原町など周辺整備で、「物語性のある鵜飼」を実現し、岐阜の原風

景を誇りに思える地域振興を実現します。 

   ○観光客に「鵜飼の里」を PR し、鵜飼の魅力を伝えます。 

   ○カップル専用船、レディース専用船、ファミリー専用船など鵜飼船の多様化により、観

光客のニーズに柔軟に対応できるようにします。 

   ○伝統ある和船の鵜飼観覧船造船所を PR し、鵜飼を総合観光として楽しめる環境を整備し

ます。 

   ○長良川の鵜飼について国の重要無形民俗文化財の指定をめざします。さらに、ユネスコ

の無形文化遺産代表リスト記載に向けて環境整備を進めます。 


